
第４回ヘイトスピーチ対策専門部会 資料 

 

地方公共団体名：東京都    

 

議題２ ヘイトスピーチの解消に向けた地方公共団体の取組 

平成30年 10月に制定した「東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の

実現を目指す条例」に基づき啓発等の取組を実施 

 

【第三者機関（審査会）の状況】 

有識者等５名により構成 約 2か月に 1回実施 

条例制定から令和２年 10月までに 11回開催 

 

【事案の概要等公表】 

審査会の審議を経て、東京都が不当な差別的言動に該当すると認めた事案を公表 

条例制定から令和２年 10月までに８件の表現活動を公表 

（公表内容） 

・表現活動の内容（活動日、場所、言動等） 

 

※最近の公表事案 

（令和２年８月公表）令和元年 9月 1日東京都墨田区内の集会における言動 

・「犯人は不逞朝鮮人、朝鮮人コリアンだったのです」他 

（令和２年 10月公表）令和２年６月東京都千代田区他でのデモ行進における言動  

  ・「新型コロナウイルス、武漢菌をまき散らす支那人、今すぐ日本から出ていけ」他 

 
 
 
（参考） 
東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の実現を目指す条例第３章の概要 
 

（１）趣旨＜第８条＞ 
 「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」第４
条第２項に基づいて、法第２条に規定する不当な差別的言動の解消を図る。 
（２）定義＜第９条＞ 
 「公の施設」「表現活動」 
（３）啓発等の推進＜第10条＞ 
 不当な差別的言動を解消するため啓発等を推進 
（４）公の施設の利用制限＜第11条＞ 
 公の施設における不当な差別的言動を防止するための利用制限について基準を策定 
（５）拡散防止措置及び事案の概要等の公表＜第 12条＞ 
 ○ 不当な差別的言動の拡散防止措置 
 ○ 事案の概要等の公表 
（６）学識経験者等で構成する第三者機関（審査会）の設置＜第 13条～第 17条＞ 
 知事の諮問に応じて、不当な差別的言動に該当するか否か等について調査審議  
（７）表現の自由等への配慮＜第 18 条＞ 
 表現の自由その他の日本国憲法の保障する国民の自由と権利を不当に侵害しないように留
意 
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川
崎
市

差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

川
崎
市

 市
民
文
化
局

令
和
２（
２
０
２
０
）
年
７
月

人
権
を
尊
重
し
、

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

Q
&
A

令
和
２（
２
０
２
０
）年
７
月
発
行

外
国
や
外
国
人
に
関
す
る
批
判
は
、全
て
禁
止
さ
れ
る
の
で
す
か？

Q
3

　
こ
の
条
例
で
は
、「
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
を

特
定
し
、当
該
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
」、「
本
邦
外
出
身
者
を
そ
の
居
住
す
る
地
域
か
ら
退
去

さ
せ
る
こ
と
を
煽
動
し
、又
は
告
知
す
る
も
の
」な
ど
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
が
、個
別
の
事
案
に
つ
い
て
は
、「
川
崎
市
差

別
防
止
対
策
等
審
査
会
」の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、市
長

が
、慎
重
に
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
言
い
争
い
や
、会
員

の
み
の
会
合
、単
な
る
批
判
、悪
口
と
い
っ
た
も
の
や
、歴
史

認
識
の
表
明
、政
治
的
な
主
張
な
ど
に
つ
い
て
は
、基
本
的

に
対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

A
3

今
後
、川
崎
市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

Q
4

　
川
崎
市
で
は
、不
当
な
差
別
を
生
ま
な
い
土
壌
を
築
く
取

組
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、児
童
生
徒
を
は
じ
め
、様
々
な
世
代
の
方
々

を
対
象
に
、人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、こ
の
条
例
の
制
定
を
一
つ
の
契
機
に
、こ
う
し
た
取
組

が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、そ
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、こ
の
条
例
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

A
4

言
動
を
規
制
す
る
罰
則
を
定
め
て
い
る
が
、「
表
現
の
自
由
」

と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
？

Q
2

　
川
崎
市
で
は
、本
邦
外
出
身
者
の
排
斥
を
訴
え
る
内
容

の
デ
モ
が
行
わ
れ
、今
な
お
、こ
う
し
た
行
為
が
再
現
さ

れ
か
ね
な
い
事
象
が
継
続
し
て
い
る「
地
域
の
実
情
」が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、こ
う
し
た
行
為
が
、市
内
に
お
い

て
、再
び
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、「
表
現
の
自
由
」そ
の
他
の「
日
本
国
憲
法
」の

保
障
す
る
国
民
の
自
由
と
権
利
に
留
意
し
、一
定
の
要
件

を
設
け
、対
象
を
限
定
し
た
上
で
、表
現
も
具
体
的
に
し

て
、構
成
要
件
の
明
確
化
を
図
り
、禁
止
規
定
を
設
け
ま

し
た
。

　
こ
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
、再
び
同
様
の
行
為
を
行
お

う
と
す
る
者
に
対
し
、ま
ず
、「
勧
告
」を
し
、こ
の「
勧
告
」

に
従
わ
ず
、再
び
同
様
の
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対

し
て
は
、「
命
令
」を
し
、こ
の「
命
令
」に
従
わ
な
か
っ
た

と
き
に
、「
公
表
」を
す
る
と
と
も
に
、罰
則
規
定
と
し
て
、

行
政
刑
罰
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、段
階
を
踏
ん
で
、慎

重
に
判
断
す
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
表
現
の
自
由
等
へ
の
配
慮
」の
規
定
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、「
日
本
国
憲
法
」の
保
障
す
る
国
民
の
自
由

と
権
利
、と
り
わ
け「
表
現
の
自
由
」を
不
当
に
侵
害
し
な

い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

A
2

こ
の
条
例
は
、ど
ん
な
条
例
で
す
か
？

Q
1

　
こ
の
条
例
は
、全
て
の
市
民
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る

こ
と
な
く
、個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、令
和
元
年
１
２
月
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。

A
1

電
話
番
号
 0
44
-2
00
-2
35
9

ht
tp
://
w
w
w.
ci
ty
.k
aw
as
ak
i.j
p/
25
0/
pa
ge
/0
00
01
13
04
1.
ht
m
l

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

「
川
崎
市
  人
権
条
例
」で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索

対
人
関
係
、権
利
関
係
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
・
中
傷
、不
当

な
差
別
、い
じ
め
、嫌
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
侵
害
で
お
悩
み
の
方
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。
）

受
付
時
間
：
9：
30
～
12
：
00
／
13
：
00
～
16
：
00

か
わ
さ
き
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
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「
川
崎
市
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
概
要

　
川
崎
市
で
は
、あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
尊
厳
を
最
優
先
す
る
人
権
施
策
を
、平
等
と
多
様
性
を
尊
重
し
、着
実
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、今
な
お
、不
当
な
差
別

は
依
然
と
し
て
存
在
し
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
権
侵
害
な
ど
の
人
権
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
全
て
の
市
民
が
不
当
な

差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
何
人
も
、本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
を
特
定
し
、当
該
国
又
は

地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
本
邦

外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
を
行
い
、又
は
行
わ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

条
例
の

制
定
経
緯

（
１
）
不
当
な
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
２
）本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

ア
　
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
禁
止

イ
　
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動（
違
反
行
為
）が
行
わ
れ
た
場
合
の
流
れ

ウ
　
そ
の
他

左
記
ア
に
違
反（
１
回
目
）

勧
　
告

違
反
行
為（
２
回
目
）

違
反
行
為（
３
回
目
）

公
表
・
罰
則

命
　
令

条
例
の
内
容（
概
要
）

＜
場
所
＞

●
 市
の
区
域
内
の
道
路
、公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所

＜
手
段
＞

●
 拡
声
機（
携
帯
用
の
も
の
を
含
む
。）
を
使
用

●
 看
板
、プ
ラ
カ
ー
ド
等
を
掲
示

●
 ビ
ラ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布

＜
類
型
＞

●
本
邦
外
出
身
者
を
そ
の
居
住
す
る
地
域
か
ら
退
去
さ
せ
る
こ
と
を

 煽
動
し
、又
は
告
知
す
る
も
の

●
本
邦
外
出
身
者
の
生
命
、身
体
、自
由
、名
誉
又
は
財
産
に
危
害
を

 加
え
る
こ
と
を
煽
動
し
、又
は
告
知
す
る
も
の

●
本
邦
外
出
身
者
を
人
以
外
の
も
の
に
た
と
え
る
な
ど
、著
し
く
侮
辱

 す
る
も
の

市
長
は
、
１
回
目
と
同
一
の
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
地
域
を
定
め
て
、
勧
告
の
日
か
ら

６
月
間
、左
記
ア
の
違
反
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
長
は
、
前
２
回
と
同
一
の
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
地
域
を
定
め
て
、
命
令
の
日
か
ら

６
月
間
、左
記
ア
の
違
反
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
長
は
、命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は

 、
氏
名

 、
住
所
等
の
ほ
か
、 
命
令
の
内
容
な
ど
を
公
表
す
る
。

＊
市
は
刑
事
告
発
を
行
い
、 そ
の
後
の
罰
則
に
係
る
判
断
は
、 司
法
機
関

 （
検
察
・
裁
判
所
）が
行
う
こ
と
と
な
る
。

市
長
は
、
勧
告
の
前
に
、「
川
崎
市
差
別
防
止
対
策
等
審
査
会
」の
意
見
を
聴
く
。た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る

場
合
で
、そ
の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

市
長
は
、
命
令
の
前
に
、「
川
崎
市
差
別
防
止
対
策
等
審
査
会
」
の
意
見
を
聴
く
。た
だ
し
、 
緊
急
を
要
す
る

場
合
で
、そ
の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

市
長
は
、公
表
の
前
に
、「
川
崎
市
差
別
防
止
対
策
等
審
査
会
」の
意
見
を
聴
き
、 ま
た

 、
公
表
さ
れ
る
者
に
そ

の
理
由
を
通
知
し
、そ
の
者
が
意
見
を
述
べ
、証
拠
を
提
示
す
る
機
会
を
与
え
る
。

●
 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
表
現
活
動
に
係
る
拡
散
防
止
措
置
及
び
公
表

　
何
人
も
、人
種
、国
籍
、民
族
、信
条
、年
齢
、性
別
、性

的
指
向
、性
自
認
、出
身
、障
害
そ
の
他
の
事
由
を
理
由

と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　
不
当
な
差
別
を
解
消
し
、並
び
に
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
市
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
を
行
い
ま
す
。

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
実
施

　
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
の
救
済
を
図
る
た
め
、関
係

機
関
等
と
連
携
し
、相
談
の
実
施
、情
報
の
提
供
そ
の
他

の
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
に
係
る
支
援

　
人
権
に
関
す
る
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

必
要
な
情
報
の
収
集
及
び
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

情
報
の
収
集
及
び
調
査
研
究
の
実
施
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⼤
阪
府
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例

府
に
お
い
て
は
、全
て
の
⼈
が
⼈
間
の
尊
厳
と⼈
権
を
尊
重
し、
⼈
種
や
⺠
族
の
違
い
を
認
め
合
い
、暮
らす
こと
の
で
き
る
共
⽣
社
会
の
実
現
を目

指
し、
様
々
な
施
策
を推
進
して
き
た
が
、い
まだ
に
特
定
の
⼈
種
や
⺠
族
の
⼈
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
⾔
動
が
⾏
わ
れ
、人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪

感
を与
え
る
だ
け
で
な
く、
⼈
とし
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、ま
た
、差
別
の
意
識
を⽣
じさ
せ
る
事
態
を引
き
起
こし
て
い
る
。

も
とよ
りこ
の
よう
な
不
当
な
差
別
的
⾔
動
は
あ
って
は
な
らず
、解
消
され
な
け
れ
ば
な
らな
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ここ
に
、こ
の
よう
な
不
当
な
差
別
的
⾔
動
は
許
され
な
い
こと
を宣
⾔
す
る
とと
も
に
、こ
の
こと
を更
な
る
⼈
権
教
育
と⼈
権
啓
発
を通
じて
、府
⺠
に

対
し周

知
を図
り、
そ
の
理
解
と協
⼒
を得
つ
つ
、不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
を
推
進
す
る
こと
を
決
意
し、
この
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条
この
条
例
は
、⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
は
許
され
な
い
も
の
との
認
識
の
下
、⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る

不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
関
し、
基
本
理
念
を
定
め
、府
、府
⺠
及
び
事
業
者
の
責
務
を明
らか
に
す
る
とと
も
に
、⼈
種
⼜
は
⺠
族

を理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を実
施
し、
も
って
全
て
の
⼈
が
相
互
に
⼈
種
⼜
は
⺠
族
の
違
い
を尊
重
し
合

い
な
が
ら共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こと
を目
的
とす
る
。

(定
義
）

第
二
条
この
条
例
に
お
い
て
、「
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を理

由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
」と
は
、⼈
種
若
しく
は
⺠
族
に
係
る
特
定
の
属
性
を
有
す
る

個
人
又
は
当
該
個
人
に
より
構
成
され
る
集
団
（
以
下
「特
定
人
等
」と
い
う。
）
に
対
す
る
憎
悪
若
しく
は
差
別
の
意
識
⼜
は
暴
⼒
を
あ
お
る
目
的

で
公
然
とそ
の
生
命
、身
体
、自
由
、名
誉
若
しく
は
財
産
に
危
害
を加
え
る
旨
を
告
知
し、
又
は
特
定
人
等
を
著
しく
侮
蔑
す
る
な
ど、
特
定
人
等

で
あ
る
こと
を理

由
とし
て
特
定
人
等
を社
会
か
ら排
除
す
る
こと
を扇
動
す
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
を
い
う。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
は
、府
⺠
⼀
⼈
ひ
とり
が
共
に
社
会
の
⼀
員
とし
て
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る

との
認
識
の
下
、⾏
わ
れ
な
け
れ
ば
な
らな
い
。

（
府
の
責
務
）

第
四
条
府
は
、前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「基
本
理
念
」と
い
う。
）
に
の
っと
り、
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を理

由
とす
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２
府
は
、前
項
の
施
策
の
実
施
に
当
た
って
は
市
町
村
との
連
絡
調
整
を
緊
密
に
⾏
うと
とも
に
、市
町
村
に
お
け
る
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る

不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
協
⼒
す
る
も
の
とす
る
。

（
府
⺠
の
責
務
）

第
五
条
府
⺠
は
、基
本
理
念
に
の
っと
り、
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を深
め
る
とと
も

に
、府
が
実
施
す
る
前
条
第
⼀
項
の
施
策
に
協
⼒
す
る
よう
努
め
る
も
の
とす
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
六
条
事
業
者
は
、基
本
理
念
に
の
っと
り、
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、そ

の
事
業
活
動
を⾏
うに
当
た
って
は
、府
が
実
施
す
る
第
四
条
第
⼀
項
の
施
策
に
協
⼒
す
る
よう
努
め
る
も
の
とす
る
。

（
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
禁
⽌
）

第
七
条
何
人
も
、⼈
種
⼜
は
⺠
族
を理

由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
をし
て
は
な
らな
い
。

（
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策
）

第
八
条
府
は
、次
に
掲
げ
る
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を
理
由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
も
の
とす
る
。

一
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を理

由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
の
解
消
の
必
要
性
に
対
す
る
府
⺠
の
関
⼼
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
、教
育
及
び
啓

発
を⾏
うこ
と。

二
⼈
種
⼜
は
⺠
族
を理

由
とす
る
不
当
な
差
別
的
⾔
動
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
じる
とと
も
に
、そ
の
た
め
に
必
要
な
取
組
を
⾏
うこ
と。

（
適
用
上
の
注
意
）

第
九
条
この
条
例
の
適
⽤
に
当
た
って
は
、表
現
の
⾃
由
そ
の
他
の
⽇
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
国
⺠
の
⾃
由
及
び
権
利
を
不
当
に
侵
害
しな
い
よう

に
留
意
しな
け
れ
ば
な
らな
い
。

附
則

この
条
例
は
、令
和
元
年

11
月

1⽇
か
ら施
⾏
す
る
。

府
⺠
⽂
化
部
⼈
権
局
⼈
権
擁
護
課

〒
55

9-
85

55
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北

1-
14

-1
6

大
阪
府
咲
洲
庁
舎
（
咲
洲
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
）

38
階

大
阪
府

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
条
例

大
阪
府
人
種
又
は
民
族
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例

～
大
阪
府
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
推
進
条
例
～

令
和
元
年
1
1
月
1
日
施
行
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ヘ
イト
ス
ピー
チ
は
、⼈
とし
て
の
尊
厳
を傷
つ
け
、差
別
意
識
を⽣
む
こと
に
つ
な
が

る
許
され
な
い
⾏
為
で
す
。

ヘ
イト
ス
ピー
チ
を
な
くす
こと
は
、一
人
ひ
とり
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
とし
て
尊
重

され
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
りま
す
。

私
た
ち
⼀
⼈
ひ
とり
が
命
の
尊
さや
⼈
間
の
尊
厳
を認
識
し、
す
べ
て
の
⼈
の
⼈
権

が
尊
重
され
る
豊
か
な
社
会
を築
き
まし
ょう
。

この
条
例
は
、ヘ
イト
ス
ピー
チ
を
な
くし
、す
べ
て
の
⼈
が
お
互
い
に
⼈
種
や
⺠
族
の

違
い
を
尊
重
しあ
って
共
生
す
る
社
会
を
築
くこ
とを
め
ざ
して
い
ます
。

ここ
が
⼤
切
︕

ヘ
イ
トス
ピ
ー
チ
は
、ど
ん
な
形
で
発
⽣
して
い
る
の
︖

条
例
の
ね
らい

ヘ
イト
ス
ピー
チ
って
何
︖

（
第
２
条
）

特
定
の
⼈
種
や
⺠
族
の
⼈
々
に
恐
怖
⼼
を与
え
、社
会
か
ら追
い
出
そ
うと
す
る
よ
うな
、差
別
的
⾔
動
を
い
い
ま
す
。

この
条
例
に
お
け
る
ヘ
イト
ス
ピー
チ
に
つ
い
て
は
、第
２
条
で
具
体
的
に
詳
しく
記
して
い
ま
す
。

ヘ
イト
ス
ピー
チ
の
禁
止

（
第
７
条
）

この
条
例
で
は
、ヘ
イト
ス
ピー
チ
を
して
は
な
らな
い
と定
め
て
い
ま
す
。

ヘ
イト
ス
ピー
チ
が
許
され
な
い
⾔
動
で
あ
る
こと
が
、府
⺠
が
共
有
す
る
考
え
⽅
とし
て
社
会
に
しっ
か
りと
根
付
くこ
とを

め
ざ
して
い
ま
す
。

府
⺠
、事
業
者
の
み
な
さん
へ
の

お
願
い

（
第
５
条
、第
６
条
）

み
な
さん
に
は
、こ
の
条
例
を
き
っか
け
に
して
、ヘ
イト
ス
ピ
ー
チ
の
解
消
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
くと

とも
に
、⼤
阪
府
の
様
々
な
取
組
み
に
ご
協
⼒
い
た
だ
きま
す
よ
うお
願
い
しま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

街
中
で
の
デ
モ
⾏
進
な
ども
あ
りま
す
が
、落
書
き
や
イン
ター

ネ
ット
上
に
差
別
的
な
内
容
の
書
込
み
を
す
る
とい
う形
態
の
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。

禁
⽌
規
定
に
反
して
ヘ
イ
トス
ピ
ー
チ
を
⾏
った
場
合
に
罰

則
は
あ
る
の
︖

この
条
例
に
は
罰
則
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

大
阪
か
らヘ
イト
ス
ピー
チ
を
な
くそ
うと
い
う意
識
を
府
⺠
の
み
な
さ

ん
に
共
有
して
い
た
だ
くこ
とが
、こ
の
条
例
の
目
的
で
す
。

大
阪
府
広
報
担
当
副
知
事

「も
ず
や
ん
」

大
阪
府
ヘ
イ
トス
ピ
ー
チ
解
消
推
進
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

6



第４回ヘイトスピーチ対策専門部会 資料 

 

地方公共団体名： 大阪市   

 

議題２ ヘイトスピーチの解消に向けた地方公共団体の取組について 

 

大阪市では、市民等の人権擁護とヘイトスピーチの抑止を図るため、平成 28 

年１月 18 日に「大阪市ヘイトスピーチへの対処に関する条例」を制定・公布し、

同年７月１日から全部施行しているところです。 

条例では、市民等からの申出等に基づき、学識経験者などで構成する「大阪

市ヘイトスピーチ審査会」の意見を聴き、表現活動がヘイトスピーチに該当す

る場合、当該表現内容の拡散防止措置をとるとともに、表現内容の概要、表現

活動を行ったものの氏名又は名称等を公表することとしています。 

これまでの取組状況については、令和元年 10 月 14 日時点で、以下のとおり

となっております。 

・審査会に諮問した件数：56 件 

・現在調査審議中の件数：38 件（※） 

（うち、市民等から申出があった件数：８件） 

（うち、市長が職権で取り上げた件数：30 件） 

※ヘイトスピーチと認定したが、拡散防止の措置や認識等の公表に向けた調

査審議を進めているもの１件（市民等から申出があったもの）を含む 

・調査審議を終了した案件：18 件 

（うち、ヘイトスピーチと認定し、拡散防止の措置及び認識等の公表を行っ

た件数：８件） 
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第４回ヘイトスピーチ対策専門部会 資料 

 

地方公共団体名： 兵庫県   

 

議題２ ヘイトスピーチの解消に向けた地方公共団体の取組 

 

「インターネット・モニタリング事業」を平成 30年７月から（公財）兵

庫県人権啓発協会に委託して実施している。（モニタリング（常時監視）は

民間事業者に再委託） 

モニタリング結果について、県内市町への情報提供や研修を通じて、市町

でのモニタリング体制の構築を促し、全県的にインターネット上の悪質な差

別的書き込みの抑止を図ることに努めている。 

また、人権啓発イベントや啓発誌等を通じて、県民へ啓発している。 

 

(1)モニタリングの実施 

対象項目：ヘイトスピーチ、同和問題（部落差別）、新型コロナウイルス

感染症関連 

検討会議：毎月１回市町へ情報提供 

 

(2)市町研修を年２回実施予定。（本年度１回目は 8月にオンラインで実施） 
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尼崎市インターネットによる差別書込みモニタリング事業について 

 
尼崎市では、平成 22 年度からインターネットによる差別書込みモニタリング事業を開始

しており、平成 27 年度からは公益社団法人尼崎人権啓発協会への委託事業として実施して
いる。 
 
１．モニタリング体制等について 

(1) モニタリング事業費 令和 2 年度予算：74,000 円 
(インターネット回線使用料、ウイルスバスターなどの経費) 

(2) モニタリング機器、実施場所 
モニタリング専用の部屋を設置し、通常の行政事務システムとは別回線の専用回線
を用いている。専用パソコン 6 台、プリンター1 台設置 

(3) モニタリング実施体制 
平成 22~26 年度 人権課(同時)職員による交替制 
平成 27 年度～  公益社団法人尼崎人権啓発協会に業務委託 
毎週月曜日と金曜日に実施  1 日 1～2 時間程度 

 
２．職員研修としての活用 

 例年 8 月から翌年 2 月までの金曜日に行うモニタリング(年間：24 回)については、
職員研修として実施し、実際に研修生がモニタリングを行う他、グループ討議を行い、
インターネット上の差別等についての議論を行っている。 
 

３．モニタリング事業の実績について 
 

 削除依頼件数 削除された件数 
平成 26 年度 0 件 -件 
平成 27 年度 2 件 -件 
平成 28 年度 2 件 -件 
平成 29 年度 119 件 96 件 
平成 30 年度 114 件 106 件 
令和元年度 137 件 116 件 

 
以 上 
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尼
崎
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
差
別
書
込
み
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
実
績

※
H
2
8
ま
で
は
法
務
局
に
要
請
し
て
い
た
が
、
H
2
9
か
ら
は
直
接
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
削
除
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
件
数
が
増
加

同
和
問
題

在
日

外
国
人

L
G
B
T

障
害
者

合
計

同
和
問
題

在
日

外
国
人

L
G
B
T

障
害
者

合
計

削
除
率

平
成
２
６
年
度

0
0

0
0

0

平
成
２
７
年
度

2
0

0
0

2

平
成
２
８
年
度

2
0

0
0

2

平
成
２
９
年
度

1
1
7

2
0

0
1
1
9

9
6

0
0

0
9
6

8
1
%

平
成
３
０
年
度

1
1
4

0
0

0
1
1
4

1
0
6

0
0

0
1
0
6

9
3
%

令
和
元
年
度

1
3
4

2
1

0
1
3
7

1
1
3

2
1

0
1
1
6

8
5
%

削
除
依
頼
件
数

※
H
2
8
ま
で
は
法
務
局
へ
要
請

※
H
2
9
か
ら
は
直
接
プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
削
除
要
請

削
除
さ
れ
た
件
数

※
R
2
（
2
0
2
0
）
年
9
月
3
0
日
現
在
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福岡県資料
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